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多くの熱帯諸国では、一次林のほとんどが消滅してしまいまし
た。そのため、熱帯木材生産諸国では劣化林や劣化二次林が優
勢になってきています。しかしながら、このような劣化林を適切に
再生して管理することができれば、流域や土壌を保護し、土地を
安定化させ、生物多様性という価値ある資源を供給し、炭素を
隔離することも可能になります。

この評価レポートが『熱帯劣化林と二次林の再生と管理、修
復についてのITTOガイドライン』を改訂する機会となるだけ
ではなく、森林景観再生に関するグローバルパートナーシップ

（GPFLR）内におけるITTOの比較優位性を強化することにもつ
ながると考えています。

ガーナ、インドネシア、メキシコのケーススタディーから、ステーク
ホルダー・プラットフォームを整備し、コミュニティーの参加を実
現することができれば、森林再生活動に関する十分な情報を得
られる上に、同活動への継続的な取り組みが可能になることが
示されました。さらに、森林再生活動の利点とインセンティブを
効果的に結び付ける方法、ガバナンス、および統合管理システム
の三点それぞれが複雑に絡み合う重要な課題として浮かび上が
りました。経済的代替案を森林業界に提供することは、森林再
生事業の実施にあたり非常に大きな問題となっています。民間
企業と一緒にこうした課題に取り組んでいくことが持続可能な
バリューチェーンの形成にとって重要であり、また景観アプロー
チも持続可能な土地利用と管理を促進するために不可欠だと言
えます。
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